
天国への道                                 ルカ 23:39-43 

イエス・キリストと両隣の二人の男が十字架にかけられている場面です。ここでの会話はよく考えると

不思議な気がいたします。三人とも極悪な男として処刑されているのです。イエス様ご自身は罪を何一

つ犯しておられないにもかかわらず罪人の一人として十字架につけられています。一般の人からすると

十字架の上で死の間際にいる男が、同じように十字架にかけられ死を寸前にした男に救いを求めている

のです。死に行く人のどこに人を救う力があるというのでしょうか。しかも三人とも罪人として死ぬわ

けですからその中の一人が罪人を救うこと、つまり罪を赦し、永遠に神との交わり生きる特権を与える

ことができるということはありえません。しかし、真中に十字架に付けられているイエス・キリストは

「まことに、あなたに告げます。あなたはきょう、わたしとともにパラダイスにいます。」と言われて十

字架の上で、もうひとりの男に天国を約束しました。もしイエスが単なる人間にすぎなかったら、なんと

も愚かな話です。それこそ十字架のあまりの苦しさのために気がおかしくなり、突拍子もないことを言

ってしまったということになるでしょう。しかし、そうではないのです。イエスはこの短い会話の中に天

国に行く道を男に、そして聖書を読む者にはっきりと示されたのです。それを見てゆきたいと思います。 

１．罪を認める 

 ある人が「滅びへの道は『わたしは正しい』『わたしは大丈夫』という言葉で舗装されている」と言い

ました。もしそうなら、救いへの道には『わたしは罪人です』 というサインが掲げられていることでし

ょう。十字架につけられた男のひとりは、素直に自分の罪を認めました。天国への道の第一歩は「罪を認

める」ことです。「自分の罪を認める」ということは、人間にとって一番必要なことでありながら、一番

難しいことです。創世記のアダム、エバのことは私たちにそのことを思い起こさせます。アダムもエバも

神の命令を良く聞いて知っていました。ところが、エバはサタンの誘惑に乗ってしまって、神の命令に背

いてしまいます。アダムは、エバのしたことが神に逆らうことであることを知りながら、エバと同じよう

に罪を犯してしまいます。罪を犯したアダム、エバは神から身を隠し、罪を認めるかわりに言いわけを

し、自分の罪を他者のせいにします。神が「あなたは、食べてはならない、と命じておいた木から食べた

のか。」とアダムに言った時、アダムがどう答えたかは、よくご存知ですね。「あなたが私のそばに置かれ

たこの女が、あの木から取って私にくれたので、私は食べたのです。」アダムが最初エバを見た時、「これ

こそ、今や、私の骨からの骨、私の肉からの肉」と言って喜びました。最高のほめことばです。しかしこ

こでは「この女」と言っています。そしてアダムは、彼が神の命令に背いたのは、エバがそそのかしたか

らだ、と言うのです。エバが過ちを犯した時に、それをたしなめ、正すのがアダムの責任でした。アダム

はそれをしないでいて、ここでエバを非難し始めるのです。創世記は何千年も前の最初の人類のことを

語っているのですが、いかにも、現代的だとは思いませんか。親子、夫婦、兄弟がお互いに自分の責任を

果たさず、自分を省みず、相手が悪い、夫のせいで自分はこうなった、妻のせいでこうなった、あの子の

せいで、などと非難しあっている現代は、アダム、エバの時代からちっとも進歩も改善もしていません。

もし、夫婦が、親子が、上司と部下が、互いに自分の足らないところを認めあって、ゆるしを求めあうこ

とができたら、どんなに、世の中がうまく行くことでしょうか。しかし、残念ながら、皆、自分の非を認

めたくないために、かえって問題を大きくしているのではないでしょうか？ 

 このことを解決するためには、私たちが、まず、神の前に自分の罪を認める必要があります。アダムは、

エバのことを「この女」と呼んだ時、彼女を非難しているだけではありません。実は神に向かって「あな

たが私のそばに置かれたこの女が…」と言っているのです。遠まわしな言い方ですが、アダムは、自分が



罪を犯したのは、神が自分にろくでもない女を妻として与えたからだと、神をさえ非難しているのです。

「罪を認める」というのは、アダムのようにいやいやながら罪を認めることでも、「どうせ、私は罪人だ。

だからどうなんだ」と開きなおることでも、「私も悪いけど、あの人はもっと悪い。私のほうがましだ。」

などと、人とくらべることでもありません。きよい神の前に素直に自分の罪を認めることなのです。 

 十字架にかけられたこの男は、イエスをののしり続けていたもうひとりの男に言いました。「おまえは

神をも恐れないのか。おまえも同じ刑罰を受けているではないか。われわれは、自分のしたことの報いを

受けているのだからあたりまえだ。だがこの方は、悪いことは何もしなかったのだ。」（40、41節）彼は、

言っています。「この方は、悪いことは何もしなかった。」彼はイエスについて、いくらかのことは知って

いたでしょう。しかし、それは間接的に人の口から聞いたことにすぎませんでした。しかし、今、彼は、

百聞は一見にしかず、自分の耳で、イエスが十字架の上から「父よ。彼らをお赦しください。彼らは、自

分で何をしているのかわからないのです。」と祈られたことばを聞き、自分の目で、イエスの姿を見て、

このお方が罪のないお方だということをはっきりと知ったのです。この男は、ただひとり罪のないお方、

完全にきよいお方の前で、自分の罪を認めています。きよい神の前で、神に対して罪を犯しているのだと

自覚し、自分の罪のゆえに神を恐れること、それこそが、ほんとうの意味で罪を認めるということなので

す。 

 ２．イエスを救い主として受け入れる 

 十字架につけられた男がした二番目のことは、イエスを神の子キリスト、救い主として信じ、受け入れ

たことです。天国への第二のステップは、イエスを神の子キリスト、救い主として信じることです。 

 この男は、イエスが罪のないお方であるということと共に、イエスが救い主だということを知り、そし

て言いました。「イエスさま。あなたの御国の位にお着きになるときには、私を思い出してください。」「御

国の位に着く」とは、イエスが救い主だということを表しています。イエスは、裁判に引き出された時、

ユダヤ人の前で「今から後、人の子は、神の大能の右の座に着きます。」と言われました。イエスは、こ

のことばのゆえに、「自分を神の子とした」という罪で、大祭司から死刑を宣告されたのです。イエスの

弟子たちも、イエスが御国の位に着くことを信じていました。しかし、弟子たちの場合は、イエスがエル

サレムで王になったら、自分たちもその右や左に座わらせてもらえるのだと、地上的なことしか考えて

いませんでした。それで、弟子たちは、イエスが十字架につけられた時、イエスを見捨てて、姿を隠して

しまったのです。王様に近くにいるという夢が破れたからです。ところが、この十字架につけられた男

は、イエスを正しく、メシア、救い主と信じました。十字架につけられて死んでいく人が、なぜ、救い主

であるのか、のろいと恥の象徴である十字架に釘付けになっている人が、どのようにして、神の右の栄光

の御座に着くのか、この時、誰も理解できず、信じることも、受け入れることもできなかったことを、こ

の男は、悟り、信じ、受け入れたのです。この男は、自分が十字架の上で流す血の一滴、一滴は、自分の

犯した罪の報い、罰を支払っているのだということを知っていました。しかし、罪のないお方が流す血

は、罪ある人間が流す血とはまったく違った意味を持っていました。イエスは、ご自分のために血を流し

ておられるのではなく、私たち、罪人のために血を流されたのです。この男は、イエスの苦しみの意味を

悟りました。そして、イエスが十字架の苦しみの後、死をうちやぶってよみがえり、天に凱旋されるとい

うことも、彼は信じました。そうでなければ「あなたの御国の位にお着きになるときには…」といった言

葉は出てはきません。彼は、イエスの弟子たちも信じることのできなかった復活を前もって信じたので

す。なんとおどろくべき信仰でしょう。さんざん悪事を働いてきた人がこのようなことを知って信じる



ことができたとは、ほんとうに不思議なことです。しかし、自分の罪を認め、ありのままの姿で神の前に

出るなら、神は、どんな人にも、神の真理をあきらかにし、救いの道を示してくださるのです。私たちが

自分を隠さなければ神はご自分を現してくださり、私たちが自分を偽らなければ、神は真理を明らかに

してくださるのです。その真理とはこうです。「なぜなら、もしあなたの口でイエスを主と告白し、あな

たの心で神はイエスを死者の中からよみがえらせてくださったと信じるなら、あなたは救われるからで

す。人は心に信じて義と認められ、口で告白して救われるのです。」(ローマ 10:9-10)イエスが私の罪の

ために死に、私を救うために復活された、このことを受け入れる人に救いが来るのです。 

３．イエスに救いを願い出る 

 この男は、イエスを信じただけでなく、イエスに救いを願い出ました。天国への道の第三のステップ

は、イエスに救いを願い出ることです。救ってくださいと告げることです。彼は言いました。「イエスさ

ま。あなたの御国の位にお着きになるときには、私を思い出してください。」「私を思い出してください。」

とは控え目な言葉です。彼は、今の今までさんざん悪事を働いてきました。十字架の上で、自分の罪を悔

い改めてはいますが、その悔い改めの実をこの期に及んで示すことはできません。彼が十字架にかかる

前に、悔い改めていたなら、きっと彼が苦しめてきた人々に謝罪し、なんらかの償いをしたことでしょ

う。本当の悔い改めは悔い改めの実で示されるからです。しかし、十字架の上で死んでいく彼にはそうす

ることができません。彼は、救い主に出会い、イエスをキリストとして受け入れました。しかし、救い主

を人々にあかしすることも、キリストのために何か一つでも良いことをすることも、ここにいたっては、

できません。ですからこの男は「わたしを救ってください」とはとうてい言えないと思い、せめても「私

を思い出してください。私を覚えていてください。」と言ったのでしょう。 

 しかし、そんな彼に、イエスははっきりと言われました。「まことに、あなたに告げます。あなたはき

ょう、わたしとともにパラダイスにいます。」「まことに、あなたに告げます。」とは、もとの言葉では「ア

ーメン、あなたに、わたしは言います。」と書かれていて、これはイエスが最も確実なことを、権威をも

って語られる時に使われた表現です。「あなたは、きょう、わたしとともにパラダイスにいます。」これは、

気休めのことばではなく、確かな約束です。最も真実なお方、「わたしはアーメンである」と言われるお

方が「アーメン」と言って約束してくださっているのです。 

 この男の過去はまったくみじめなものでした。そして、イエスを信じた彼が、これからイエスのために

出来ることは何もありませんでした。当然ですが十字架上では何も出来ません。しかし、それは、イエス

と共に天国に入るために、何の妨げにもなりませんでした。いままで、どんな良いことができたか、どん

な正しい生活ができたか、それは救われる条件ではないのです。救いのために必要な条件は、罪を認め、

キリストを受け入れ、そして、キリストに救いを願うことです。それは、この男にも、現代の私たちにも

全く同じ条件です。 

 聖書は言います。「主の御名を呼び求める者は、だれでも救われる。」なぜでしょう。イエスは、私たち

の罪の問題をすべて十字架で解決してくださったからです。私たちの罪のために十字架の苦しみを耐え

忍び、命を投げ出してくださったのは、主イエスの他にありません。主イエスの名を呼ぶ者は、例外なく、

「だれでも」救われるのです。あなたも、そのひとりであるように、また、イエスが「きょう」と言われ

たように「きょう」があなたの救いの日となるよう、心から祈ります。またすでに信じている方にとって

は主イエスが私のために十字架に架かって下さったことを深く覚え、応答してゆく日々でありたいと願

わされます。 


